
こんにちは！白木です。 

いつもありがとうございます！ 

 

本格的な夏模様、かなり暑くなってきましたが、

体調を崩したりしていませんか？ 

 

夏場の体調管理と体力維持のために大切なこと

のひとつは、『食生活』でしょう。 

 

「健康のために、いろいろなものをバランスよく

食べよう」と思えば、『何でも食べられる丈夫な

歯』が必要ではないでしょうか？ 

 

人間のお口の中には、全部で２８本の歯がありま

す。ところが、６０歳には２０本、７０歳には１

５本、８０歳には８本に。これが日本の現状です。 

 

これでは、いろいろなものをバランスよく食べる 

 

 

 

 

 

ひとことで『歯周病』と言っても、その症状はさ

まざまです。今回は、６月号でお話した歯肉炎が

重症化していくとどうなるのかをお話をします。 

 

ごく初期で軽度な状態の歯肉炎を放っておくと、

やがて「歯周炎」へと変化していきます。 

 

そもそも歯周病の原因となるのは、細菌の塊『歯

垢』（プラーク）で、歯と歯ぐきの間の溝に溜ま

ることで、さまざまな症状を引き起こします。 

 

この歯と歯ぐきの間の溝を『歯周ポケット』と言

い、その深さの程度を元に歯周病の進行度合いを

判断しています。 

 

軽度な歯周炎では、少し歯周ポケッ

トが深くなり、歯垢がたまりやすい

状態になっていて、さらに歯周病を

進行させる要因になります。 

こと自体が難しいと思いますよね。 

 

一方、欧米には８０歳で２０本が平均という国も

あります。欧米人と言っても、同じ『人間』です

から、私たちだってそうなれるはずです。 

 

健康な生活を送り続けていけるように、一緒に歯

とお口の健康を守る努力をしていきましょう！ 

 

しらき歯科クリニックのＬＩＮＥ＠ 

お友だち募集中です♪ 

 

ＬＩＮＥを起動して、メニューの「友だち追加」

で「ＩＤ検索」を選択⇒「@shiraki-dent」と

入力して検索すると、友だち追加できます。 

 

お友だち登録をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

 

 

細菌の塊である『歯垢』は、放っておくと石灰化

して『歯石』になります。歯石は歯みがきで取り

除けないので、歯医者さんで取る必要があります。 

 

歯垢や歯石をためてしまうと、

さらに歯周ポケットが深くなり、

中等度歯周病へと症状が進行し

ていってしまいます。 

 

中等度歯周病まで進行すると、歯槽骨という骨の

部分にまで影響が認められるようになります。 

 

この段階では、歯をみがいたときの出血や膿が出

るといった症状が顕著になってきて、歯が長くな

ったように感じる方、口臭が現れる方もいます。 

 

ここまでの段階で留めておかないと、本当に歯が

抜けてしまうことになりかねません。そうならな

いように、きちんと治療と予防をしましょう。 

知っておきたい歯とお口の基礎知識 Ｖｏｌ．４６ 

歯周病って？（８） 

しらき歯科クリニック 
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